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一
、
は
じ
め
に

一
九
四
〇
年
二
月
、『
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ポ
ン
』

号
に
掲
載
さ
れ
た

47

フ
ラ
ン
ス
人
パ
ス
カ
ル
・
ロ
ー
（P

ascal
laut )

の
「
フ
ラ
ン
ス
人
が
『
こ
こ

ろ
』
を
読
む
と
」
で
、
ロ
ー
は
漱
石
が
『
こ
こ
ろ
』
で
自
然
主
義
批
判
を

し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

L
e
naturalism

e
l'em

portait
sur

toutes
les

tendences
en

190o.N
-

atsum
é
Sôseki,

à
peu

pre
seul

de
sa

génération,
lutta

contre
cet

enguem
ent

S
on

K
okoro

nous
révèle

un
connaissance

plus
ou

m
oins

directe
de

l'ecole
des

psychologies
francçais.

（
自
然
主
義

(1)

が
一
九
〇
〇
年
頃
、
あ
ら
ゆ
る
風
潮
の
中
で
優
位
に
あ
っ
た
。
夏
目
漱
石
は
そ
の

世
代
で
た
だ
一
人
、『
こ
こ
ろ
』
で
そ
れ
（
自
然
主
義
）
へ
の
熱
狂
と
戦
い
、
多
か

れ
少
な
か
れ
フ
ラ
ン
ス
の
心
理
学
派
た
ち
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。)

ロ
ー
は
漱
石
が
、
自
然
主
義
が
優
位
に
あ
っ
た
中
で
、「
そ
れ
へ
の
熱

狂
と
戦
っ
た
」
と
い
う
強
い
表
現
を
使
っ
て
い
る
。

『
こ
こ
ろ
』
は
自
然
主
義
批
判
か

―
ゾ
ラ
の
『
実
験
小
説
論
』
と
の
関
連
で

―毛
利

郁
子

M
O

U
R

I
I
k

u
k

o

し
か
し
日
本
で
は
『
こ
こ
ろ
』
が
自
然
主
義
批
判
で
あ
る
と
い
う
論
は

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
漱
石
は
自
然
主
義
の
流

派
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
自
然
主
義
を
批
判
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。
実
際
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』

に
対
し
て
は
批
判
す
る
。
だ
が

(2)

そ
れ
も
「
熱
狂
と
戦
う
」
と
い
う
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
フ
ラ
ン
ス
で
は
自
然
主
義
批
判
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
論
の

筆
者
パ
ス
カ
ル
・
ロ
ー
は
特
別
名
の
あ
る
文
学
者
で
は
な
く
、
一
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
一
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
の
発
言
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

人
は
一
般
的
に
『
こ
こ
ろ
』
を
読
ん
で
自
然
主
義
批
判
と
考
え
る
の
で
あ

る
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
得
る
の
は

「
自
然
主
義
」
は
な
ん
で
あ
る
か
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
主
義
と
日
本
の
自
然
主
義
と
そ
れ
ぞ
れ

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
『
こ
こ
ろ
』
に
関
す
る
見

解
の
相
違
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
然
主
義
と
は
な
に
か
を
考
察
す
る
。

二
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
然
主
義

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義(naturalism

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
）
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う

か
。
自
然
主
義
（naturalisum

)

は
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
（É

m
ile

Z
ola,

1840-1902 )

が
「
カ
リ
チ
ュ
ー
ル
紙
」（L

a
C
aricature )

一
八
八
〇
年
二
月
七
日
「T

riom
phe

de
N
aturalsum

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
勝
利
）
と
い
う
題
で
記
事
が
掲
載
さ
れ



- 3 -

た
と
き
、
初
め
て
明
確
に
公
に
向
っ
て
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
一

八
七
九
年
「
演
劇
に
お
け
る
自
然
主
義
」（
『
文
学
論
集
』
一
八
六
五
ー
一
八
六

九
、
藤
原
書
店
、
二
七
頁
）
で
こ
の
「
新
し
い
言
葉
自
然
主
義
」
と
述
べ
て

い
る
の
で
、
そ
の
こ
ろ
発
案
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ゾ
ラ

が
自
然
主
義
の
定
義
者
で
あ
る
こ
と
は
日
本
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

「
自
然
主
義
の
勝
利
」
と
し
ゾ
ラ
は
勝
ち
誇
っ
て
馬
に
乗
っ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
ゾ
ラ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
自
然
主
義
」
を
定
義
し
た
の

か
。
ゾ
ラ
が
独
自
に
作
り
だ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ゾ
ラ
に
影
響
を
与
え
た
の
は
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ(H

ipporyit
T
ane,

1828-1893 )

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
ー
ヌ
は
そ
の
弟
子
に
あ
た
る
ポ

ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
（Poul

B
urget,1852-1935 )

に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
。

M
.T
aine

and
M
.R
enan

w
ere

the
tw
o
m
ost

illustraious
represe ₋

ntatives
of

these
doctrines.

（
テ
ー
ヌ
氏
と
ル
ナ
ン
氏
は
こ
れ
ら
の
教
義
の

も
っ
と
も
有
名
な
代
表
で
あ
っ
た
。）（
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
ド
ラ
マ
』
三
頁
）
(3)

テ
ー
ヌ
と
ル
ナ
ン
は
そ
の
教
義
の
代
表
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
ル

ナ
ン
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
九
大
日
文

』
号
参
照
）。
テ
ー
ヌ
は
こ
の
教
義
、
す
な

28

わ
ち

french
naturalism

(

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義)

の
師
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は

『
英
国
文
学
史
』(

H
istoire

de
la

littérature
anglaise,

1864 )

の
「
緒
言
」
で

(4)

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
時
代
を
代
表
す
る
と
ま
で
表
現
さ

れ
た
だ
ろ
う
か
。
テ
ー
ヌ
の
著
作
は
翻
訳
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、『
評
論
お

よ
び
史
論
集
』（E

ssais
de

C
ritique

et
d'H

istire,
1865

）

、
『
知
性
論
』（Interi-

(5)

gennsu,1870
)

、『
英
国
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
』（N

otes
sur

l'A
ngleterre,

1872

）
、

『
芸
術
哲
学
』（P

hilosophie
de

l'A
rt,

1865–1882 )

な
ど
多
数
あ
る
。
日
本
で

は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。『
英
国
文

学
史
』で
さ
え
ま
だ
全
訳
さ
れ
て
い
な
い
。と
こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
で
は
、『
評

論
お
よ
び
史
論
集
』
以
降
の
著
作
の
冒
頭
に
は
「
精
神
的
事
象
の
お
け
る

依
存
関
係
と
諸
条
件
」

と
い
う
論
文
が
す
べ
て
附
随
し
て
い
た
。
そ
れ

(6)



- 4 -

は
『
評
論
お
よ
び
史
論
集
』
の
第
二
版
序
文
と
し
て
一
八
六
六
年
三
月
に

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
版(

一
八
六
六
年
）
以
後
の
全
著
作
に
掲

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漱
石
も
所
有
し
て
い
た

『
英
国
に
つ
い
て
の
ノ

ー
ト
』N

otes
sur

l'A
ngleterre

（N
otes

of
E

ngland

）

に
も
掲
載
さ
れ
た
の

(7)

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
に
と
っ
て
衆
知
の
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
人
で
は
漱
石
がN

oto
of

E
ngland

を
英
国
留
学
中
購
入

し
、
線
引
き
も
あ
る
の
で
読
ん
で
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
の
後
は

一
九
五
三
年
に
瀬
沼
茂
樹
に
邦
訳
さ
れ
る
ま
で
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
論
の
最
初
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
次
の
よ
う
な
言
葉
の
う
ち
に
完
全
に
含
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
精
神
的
事
象
は
物
理
的
事
象
と
同
じ
く
依
存
関
係
お
よ

び
諸
条
件
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ

ー
ヌ
「
精
神
的
事
象
の
お
け
る
依
存
関
係
と
諸
条
件
」『
文
学
史
の
方
法
』
瀬
沼
茂

樹
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
、
六
八
頁
）

こ
の
論
は
一
見
す
る
と
簡
潔
で
あ
る
が
、
実
は
複
雑
な
理
論
で
あ
る
。

ま
ず
「
精
神
的
事
象
が
物
理
的
事
象
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
と
、

そ
の
ど
ち
ら
も
が
「
依
存
関
係
と
諸
条
件
」（
こ
れ
は
有
機
体
の
理
論
）
を
も

つ
と
い
う
こ
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
論
は
二
つ
の
意
味
を
持
つ
た

め
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
精
神
的
事
象
と
物
理
的
事
象
と
が
同

じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、ま
た
第
二
に
物
理
的
事
象
と
精
神
的
事
象
は「
依

存
関
係
と
諸
条
件
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
二

つ
を
分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
第
一
の
精
神
的
事

象
は
物
理
的
事
象
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
考
察
す
る
。

そ
れ
で
は
そ
の
物
理
的
事
象
と
は
何
か
。
テ
ー
ヌ
は
こ
の
論
文
で
、
物

理
的
事
象
の
例
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（John

S
tuart

(8)

M
ill,

1806-1873

）
の
帰
納
法
、
キ
ュ
ヴ
ィ
エ

（Frédéric
D
agobert

C
uvier,

(9)

1769-1832

）
の
諸
性
格
の
関
係
性
、
ジ
ョ
フ
ロ
ア
・
サ
ン
・
テ
ィ
レ
エ
ル
(10)

（É
tienne

G
eoffroy

S
aint

H
ilaire,

1772-1844

）
の
有
機
体
の
均
衡
性
及
び
組
成

の
同
一
性
と
類
比
性
の
原
理
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（C

harles
R
obert

D
arw

in,
18-

(11)

09-1882

）
の
自
然
淘
汰
の
原
理
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
精
神
的
事
象
で

あ
る
文
学
も
そ
こ
で
言
わ
れ
た
関
係
を
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
ミ
ル
、
キ
ュ
ヴ
ィ
エ
、
サ
ン
・
テ
ィ
エ
ル
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
た
ち
は
「naturalist

」（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て

文
学
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
が
見
出
し
た
法
則
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
が
見
出
し
た
物
理
的
事
象
の
法
則
が
精
神

的
事
象
、
文
学
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「naturalist

」（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）
は
「
自
然
主
義
者
」
と
読
む
と
、

意
味
が
通
じ
な
い
。
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
辞
書
で

調
べ
て
み
よ
う
。

N
aturalists

are
experts

in
or

students
of

natural
history.

…

N
a-

turalists
research

and
observe

living
organism

s
in
their

ow
n
en-

vironm
ents,

such
as

anim
als

and
plants.

（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は
自
然

史
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
や
研
究
者
で
あ
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
は

動
物
・
植
物
の
よ

う
な
我
々
自
身
の
環
境
を
探
求
し
、
観
察
す
る
も
の
で
あ
る
。）（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
事
典
）
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
事
典
に
お
い
て
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
は
自
然
史

(naturale
history )

を
研
究
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
で
は
「
博
物

学
者
」
で
あ
る
。「
博
物
学
者
」
は
他
の
意
味
も
あ
る
が
「naturale

histo-

ry

」
と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
「
動
物
学
・
植
物
学
・
鉱
物
学
・
地
学
な
ど

の
総
称
」
と
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
事
典
で
も
、
広
辞
苑
で
もna-

turale
hisotry

を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。naturale

hhistory

を
研
究
す

る
も
の
が
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
で
あ
り
、「
博
物
学
者
」
で
あ
る
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
は
、
自
然
史
を
研
究
し
、
動
物
学
、
植
物
学
の
研

究
者
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
動
物
・
植
物
を
研
究
し
、「
進
化
論
」
を
唱

え
た
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
博
物
学
者
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う

な
自
然
史
で
の
研
究
が
目
覚
ま
し
く
進
ん
で
い
た
。
こ
れ
を
文
学
に
取
り

入
れ
よ
う
と
テ
ー
ヌ
は
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
フ
ラ

ン
ス
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
テ
ー
ヌ
が
挙
げ
て
い
る
例
証
を
一
つ
見
て
み
よ
う
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
（
博
物
学
者
）
は
、
動
物
界
の
一
部
類
、
あ
る
い

は
ま
た
一
部
門
に
お
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
種
属
を
通
じ
て
同
一
の
構

造
団
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
、
犬
の
足
、
馬
の
脚
、
蝙
蝠
の
羽
、

人
間
の
腕
、
鯨
の
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
っ
た
使
用
目
的
に
適

す
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
幾
分
委
縮
し
た
り
伸
長
し
た
り
し
て
い
る

が
、
解
剖
学
上
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ

よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
者
は
、
同
一
の
芸
術
家
、
同
一
の

流
派
、
同
一
の
世
紀
、
同
一
の
人
種
に
あ
っ
て
、
地
位
、
性
別
、
教

育
、
性
格
の
極
端
に
対
立
し
た
人
た
ち
が
す
べ
て
共
通
の
類
型
、
す

な
わ
ち
根
源
的
諸
能
力
、諸
性
向
の
核
心
を
現
わ
し
、こ
の
諸
能
力
・

諸
性
向
が
種
々
様
々
に
要
約
さ
れ
、
組
み
合
わ
さ
れ
、
生
長
さ
せ
ら

れ
て
、
そ
の
群
の
数
限
り
な
い
差
別
相
を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
出
来
る
。（
ジ
ョ
フ
ロ
ア
・
サ
ン
・
テ
ィ
レ
エ
ル
）（
テ
ー
ヌ
「
精

神
的
事
象
の
お
け
る
依
存
関
係
と
諸
条
件
」『
文
学
史
の
方
法
』
八
三
頁
）

サ
ン
・
テ
ィ
エ
ル
が
、
動
物
界
に
は
共
通
の
ボ
デ
ィ
プ
ラ
ン
が
あ
り
、

そ
れ
を
変
形
す
る
こ
と
で
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
、
ヒ
ト
デ
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
動
物
が
生
ま
れ
る
と
い
う
研
究
成
果
を
出
し
、
そ
こ
か
ら
動
物
を
分

類
し
た
。そ
れ
は
文
学
に
も
適
応
で
き
る
と
テ
ー
ヌ
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

テ
ー
ヌ
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
（H

onoré
de

B
alzac,

1799-1850 )

を
評
し
て
次
の
よ

う
に
い
う
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
私
は
社
会
科
学
の
博
士
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
た
。

ジ
ョ
フ
ロ
ワ
・
サ
ン
・
テ
ィ
エ
ル
の
弟
子
と
し
て
人
間
の
博
物
誌
を

書
こ
う
と
い
う
計
画
を
発
表
し
た
。
動
物
の
カ
タ
ロ
グ
が
す
で
に
作

製
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、人
間
習
俗
の
財
産
目
録
を
作
ろ
う
と
思
い
、

ま
た
実
際
作
っ
た
。（
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
」（Journal

D
ebats,1853.3

）
瀬
沼
茂
樹
訳
、『
文
学
史
の
方
法
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年

一
〇
月
、
二
〇
三
頁
）

バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
ラ
イ
オ
ン
や
犬
や
狼
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
芸
術
家

や
役
人
や
弁
護
士
が
存
在
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
間
を
、
地
方
も
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パ
リ
も
同
じ
く
描
き
出
す
「
人
間
喜
劇
」
を
創
作
し
た
。
こ
れ
は
テ
ー
ヌ

の
提
言
「
精
神
的
事
象
は
物
理
的
事
象
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
説
の
具

体
例
で
あ
る
。
文
学
は
物
理
的
事
象
と
同
じ
方
法
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
と
テ
ー
ヌ
は
何
度
も
い
う
が
、
こ

れ
は
「
自
然
主
義
者
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
で
は
な
く
「
博
物
学
者
バ
ル
ザ
ッ
ク
」

の
意
味
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
博
物
学
に
学
ぶ
」
と
い
う
テ
ー
ヌ
の

提
言
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
若
者
た
ち
の
興
味
を
引
い
た
と
平
岡
晃
は
い
う

。
(12)

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
た
ち
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
た
ち
に

も
影
響
し
た
。
と
り
わ
け
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
進
化
論
」
の
影
響
は
大
き
く
、

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
（A

natole
France,

1844-1924

）
も
『
文
學
生
活
』
(13)

の
中
で
「
自
分
た
ち
（
フ
ラ
ン
ス
と
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
）
の
バ
イ
ブ
ル
（
神
）

は
「
進
化
論
」
で
あ
っ
た
と
」
い
う
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ブ
リ
ュ
ン

テ
ィ
エ
ー
ル(Ferdinand

B
runetière,

1806-1884 )

も

文
学
史
を
進
化
の
過
程

と
し
て
捉
え
た
『
文
學
史
の
方
法
』

を
執
筆
す
る
の
で
あ
る
。

(14)

こ
の
よ
う
な
「
文
学
者
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
れ
」
と
い
う
テ
ー
ヌ
の

提
言
が
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
者
た
ち
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
し
か

し
テ
ー
ヌ
の
影
響
力
は
あ
ま
り
日
本
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
ポ
ー
ル
・

ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
文
献
か
ら
テ
ー
ヌ
の
役
割
の
大
き
さ
が
わ
か
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
日
本
で
は
ゾ
ラ
と
テ
ー
ヌ
と
の
関
係
を
、
影
響
し
て
い
る
と

は
い
う
が
、
具
体
的
に
語
っ
た
論
は
少
な
い
。
沖
田
吉
穂
（『
フ
ラ
ン
ス
の

近
代
小
説
の
力
線
』
水
声
社
）
が
二
〇
一
八
年
に
「
博
物
学
と
自
然
主
義
は
同

じ
で
は
な
い
。
し
か
し
博
物
学
者
と
自
然
主
義
者
は
と
も
に
「
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
ト
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
形
容
詞
と
し
て
用
い
れ
ば
「
自
然
主
義
の
」

と
い
う
限
定
は
「
博
物
学
の
」
と
い
う
規
定
と
も
は
や
区
別
が
つ
か
な
い
」

と
論
じ
て
い
る
。

な
か
で
も
テ
ー
ヌ
の
提
言
に
最
も
賛
同
し
た
の
が
ゾ
ラ
で
あ
っ
た
。
ゾ

ラ
は
『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』

（
一
八
六
七
年
）
を
書
く
。

(15)

私
が
観
察
し
た
か
っ
た
の
は
性
格(

キ
ャ
ラ
ク
テ
ー
ル
）
で
は
な
く

気
質(

タ
ン
ペ
ラ
マ
ン
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
自
由
意
志
を
奪
わ
れ
て
、

神
経
と
血
に
翻
弄
さ
れ
、人
生
の
節
目
節
目
で
肉
欲
と
い
う
宿
命
に

ひ
き
ず
ら
れ
て
い
く
登
場
人
物
を
選
ん
だ
。テ
レ
ー
ズ
と
ロ
ラ
ン
は

い
わ
ば
「
人
間
の
皮
を
着
た
獣
」
で
あ
り
そ
れ
以
上
の
な
に
も
の
で

も
な
い
。
…
悔
恨
と
い
う
呼
び
方
を
し
た
が
、
こ
れ
も
生
体
器
官
の

一
不
調
、張
り
つ
め
て
各
章
が
生
理
学
の
珍
し
い
実
例
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
だ
。」（
ゾ
ラ
『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
第
二
版
序
文
」

『
ゾ
ラ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
』
宮
下
志
朗
訳
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
一
年
九
月
、

二
七
四
頁
）

ゾ
ラ
は
生
理
学
か
ら
考
察
し
、
気
質
と
は
体
液
理
論
の
延
長
に
あ
る
も

の
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
神
経
質
、
多
血
質
、
胆
汁
質
、
粘
液
質
と
い
う

四
気
質
の
存
在
は
信
奉
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
心
理
も
生
体
器
官
の
働
き

の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
。各
章
が
生
理
学
の
例
証
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』
は
激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
、«la

litterature

pulride»
(

腐
っ
た
文
学)

と
ま
で
い
わ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
自
分
の
こ
と
をL

e
groupe

d'rcrivains
naturaliste

(

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
の
作
家
グ
ル
ー
プ
）
と
い
い
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
使

っ
て
い
な
い
。
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次
に
ゾ
ラ
は
『
ル
ー
ゴ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
ル
叢
書
』

（
一
八
七
一
～
九
三
）

(16)

の
計
画
を
立
て
る
。
こ
れ
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
人
間
喜
劇
」
が
目
標
だ
っ

た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
人
間
を
分
類
し
て
、
社
会
を
描
こ
う
し
た
。
そ
れ
は

博
物
学
者
サ
ン
・
テ
ィ
エ
ル
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
も
社

会
を
分
類
し
た
「
博
物
学
者
」
す
な
わ
ち
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
述
し
た
。

し
か
し
ゾ
ラ
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
を
称
賛
し
つ
つ
も
独
自
の
方
法
を
と
ろ
う

と
す
る
。

私
の
作
品
は
社
会
的
と
い
う
よ
り
科
学
的
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

バ
ル
ザ
ッ
ク
は
三
千
人
の
人
物
を
使
っ
て
風
俗
史
を
書
こ
う
と
す

る
。
そ
し
て
そ
の
歴
史
の
基
盤
を
宗
教
と
王
政
に
お
く
。
…

私
の

作
品
は
全
く
異
な
る
。
枠
組
み
は
よ
り
限
定
さ
れ
る
。
私
は
現
代
社

会
を
描
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
家
族
を
描
き
、
環
境
に

よ
っ
て
種
族
が
変
貌
す
る
作
用
を
示
し
た
い
。
歴
史
的
枠
組
み
を
受

け
入
れ
る
の
は
、
反
応
す
る
環
境
が
必
要
だ
か
ら
あ
る
。
私
に
と
っ

て
肝
要
な
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
博
物
学
者
（
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
）
、
生
理
学

者
で
あ
る
こ
と
だ
。
原
理
（
王
政
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
）
で
は
な
く
法
則
（
遺

伝
、
先
天
性
）
を
援
用
し
よ
う
。」（D

ocum
ents

et
plans

preparatoires
des

R
ougon-M

acqurt,
1868-69

玉
井
崇
夫
「『
実
験
小
説
論
』
再
考
」『
文
芸
研
究
』

明
治
大
学
学
術
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
一
九
九
六
年
二
月
、
九
八
頁
）

75
ゾ
ラ
も
ま
た
博
物
学
者
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
人
間
を
生
物
学
的
に
研
究

し
、
遺
伝
や
環
境
を
詳
細
に
調
べ
描
い
た
。
ア
デ
ラ
イ
ド
・
フ
ー
ク
と
い

う
神
経
病
の
女
を
健
康
な
農
夫
ル
ー
ゴ
ン
と
結
婚
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の

男
が
死
ん
だ
後
、
マ
ッ
カ
ー
ル
と
い
う
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
愛
人
が
で
き

て
、
ル
ー
ゴ
ン
と
マ
ッ
カ
ー
ル
と
の
間
に
も
う
け
た
複
数
の
子
ど
も
た
ち

の
系
譜
が
、
様
々
な
職
業
、
生
活
、
性
格
を
持
っ
て
描
か
れ
る
。
政
治
家
、

銀
行
家
、
商
人
、
労
働
者
、
娼
婦
、
農
民
、
女
中
、
軍
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る

階
級
の
人
間
が
描
か
れ
る
。

七
作
目
の
『
居
酒
屋
』（
一
八
七
六
）
で
成
功
を
収
め
、
メ
ダ
ン
の
別
荘

で
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
や
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
な
ど
多
く
の

作
家
が
集
っ
た
。『
居
酒
屋
』
で
は
飲
酒
癖
と
い
う
遺
伝
を
も
つ
ジ
ェ
ル
ヴ

ェ
ー
ズ
が
描
か
れ
る
。
田
舎
か
ら
パ
リ
に
出
、
洗
濯
屋
を
懸
命
に
励
み
、

一
時
は
宴
会
を
開
く
な
ど
成
功
す
る
が
、
一
緒
に
暮
ら
す
屋
根
職
人
の
ク

ー
ポ
ー
が
屋
根
か
ら
落
ち
怪
我
で
働
け
な
く
な
り
ア
ル
中
に
な
る
。
昔
の

男
も
や
っ
て
き
て
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
ー
ズ
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
ジ
ェ

ル
ヴ
ェ
ー
ズ
は
大
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
り
、
仕
事
は
な
く
な
る
。
街
頭
に

客
引
き
に
で
た
が
、
顧
み
ら
れ
ず
、
貧
窮
の
極
み
に
陥
り
、
餓
死
す
る
。

遺
伝
と
環
境
が
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
ー
ズ
を
破
滅
に
至
ら
す
。

次
の
作
品
『
ナ
ナ
』
執
筆
中
、
一
八
八
〇
年
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル

（C
laude

B
ernard,

1813-1878

）
の
『
実
験
医
学
序
説
』

か
ら
『
実
験
小
説

(17)

論
』

を
執
筆
し
た
。
そ
の
年
「
カ
リ
チ
ュ
ー
ル
紙
」（L

a
C
aricature )

(18)

で
、
二
月
七
日
「un

T
riom

phe
du

N
aturalsum

」（
自
然
主
義
の
勝
利
）
と

い
う
題
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、N

aturalism
(

自
然
主
義
）
「
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
。
自
然
主
義
と
い
う
言
葉

は
ゾ
ラ
が
発
案
、
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

ゾ
ラ
の
『
実
験
小
説
論
』
を
よ
り
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
ベ
ル
ナ
ー
ル
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は
当
時
の
医
学
が
経
験
主
義
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
医
学
を
科
学
的
な
道

に
入
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
実
験
的
方
法
で
あ
っ
た
。
実
験
的
方
法

と
は
長
い
間
、
生
物
に
は
適
用
出
来
な
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
ゾ

ラ
は
、
実
験
的
方
法
が
物
理
学
や
生
理
学
や
医
学
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な

ら
、
生
理
学
か
ら
自
然
主
義
小
説
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
と

考
え
た
。

例
と
し
て
バ
ル
ザ
ッ
ク
著
「
従
妹
ベ
ッ
ト
」
の
ユ
ロ
男
爵
の
形
象
を

あ
げ
よ
う
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
観
察
し
た
総
体
的
事
実
は
、
一
好
色
男

の
気
質
が
彼
自
身
に
、
そ
の
家
族
、
社
会
に
ひ
き
お
こ
す
災
難
で
あ

る
。
か
れ
は
主
題
を
え
ら
ぶ
と
す
ぐ
、
観
察
し
た
事
実
か
ら
出
発
し
、

つ
ぎ
に
ユ
ロ
を
一
連
の
試
練
に
従
わ
せ
、
い
く
つ
か
の
境
遇
を
経
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
験
に
着
手
し
、
そ
の
情
熱
機
能
の
作
用
を
示

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
は
単
に
観
察
だ
け
で
は
な
く
、
実
験
も
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。」（
ゾ
ラ
「
実
験
小
説
論
」『
フ
ラ
ン
ス
文
学
全
集
７
』

東
西
五
月
社
、
一
九
六
〇
年
三
月
、
四
六
一
頁
）

さ
ら
に
ゾ
ラ
は
続
け
る
。自
然
主
義
小
説
は
作
家
が
観
察
に
助
け
ら
れ
、

人
間
に
こ
こ
ろ
み
る
真
の
実
験
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
技
術
だ
っ
た
医
学
が

一
科
学
に
な
っ
た
。
文
学
そ
の
も
の
も
実
験
的
方
法
に
よ
っ
て
科
学
に
な

る
の
だ
（「
実
験
小
説
論
」
四
七
一
頁
）
と
。
作
家
が
観
察
に
も
と
ず
い
て
あ

る
場
合
を
設
定
し
、
あ
る
情
熱
が
あ
る
環
境
の
中
で
行
動
し
た
場
合
、
因

果
の
自
然
的
な
関
係
、
自
然
の
法
則
に
よ
り
、
個
人
的
、
社
会
的
見
地
か

ら
み
て
い
か
な
る
現
象
を
呈
す
る
か
を
描
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
観
察
に
よ
る
予
想
観
念
が
検
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ひ
と
つ
の

実
験
な
の
で
あ
る
。（
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
が
自
然
科
学
上
の
実
験
と
お
よ
そ

遠
い
、
作
家
の
主
観
の
構
成
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ぎ
ら
わ
し
よ
う
が
な
か
っ
た
と
い
う
批

判
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
。）

さ
ら
に
あ
る
人
間
現
象
が
「
な
に
ゆ
え
（pourqui )

」
に
そ
う
な
っ
て
い

る
か
を
書
く
よ
り
も
、
自
然
科
学
の
成
果
や
方
法
を
考
慮
し
て
「
い
か
に

し
て(com

m
ent )

」
そ
う
な
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
ど
う
い
う
機
構
、
ど
う

い
う
唯
物
論
的
必
然
的
因
果
関
係
で
そ
う
な
っ
て
い
る
か
を
書
く
べ
し
と

し
た
。
そ
こ
に
は
デ
テ
ル
ミ
ニ
ズ
ム
（
決
定
論
）
が
あ
る
（「
実
験
小
説
論
」

四
六
五
頁
）。
小
さ
い
観
察
事
実
を
あ
つ
め
、
取
捨
し
、
配
列
し
て
、
人
生

の
い
か
に
し
て
を
書
け
ば
、
そ
の
作
品
の
終
局
的
意
味
は
結
局
浮
か
び
出

る
。
結
末
が
自
然
に
必
然
的
に
決
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
決
定
論
の
意

味
で
あ
る
。

こ
の
デ
テ
ル
ミ
ニ
ズ
ム
は
テ
ー
ヌ
が
用
い
た
方
法
で
も
あ
り
、
先
述
し

た
博
物
学
者
た
ち
か
ら
学
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ー
ヌ
が
博
物
学

者
か
ら
学
ぶ
物
理
的
事
象
の
例
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ

ル
の
帰
納
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ミ
ル
に
つ
い
て
は
、『
英
国
文
学
史
』

bookV

のchepter

（
邦
訳
さ
れ
て
い
な
い
）
で
す
で
に
漱
石
は
学
ん
で
い

5

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ミ
ル
の
影
響
を
テ
ー
ヌ
は
受
け
、
テ
ー
ヌ
は
連
想

心
理
学
派
に
連
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

。
こ
の
学
説
は
一
八
世
紀
中
葉
、

(19)

感
覚
あ
る
い
は
観
念
を
、
外
界
の
事
物
が
感
覚
器
官
に
作
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
大
脳
中
の
振
動
に
対
応
さ
せ
た
ハ
ー
ト
レ
ー
に
よ
り
生
理

学
的
説
明
が
加
え
ら
れ
、
心
理
学
的
体
系
に
発
展
し
、
一
九
世
紀
中
葉
に

居
た
り
、
連
想
心
理
学
と
し
て
、
ミ
ル
父
子
、
ベ
イ
ン
に
よ
っ
て
完
成
さ
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れ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
取
り
入

れ
て
こ
れ
を
進
化
論
的
連
合
心
理
学
に
拡
大
し
た
。
テ
ー
ヌ
も
こ
の
連
合

心
理
学
派
に
は
い
る
。
テ
ー
ヌ
は
生
理
学
の
方
法
を
使
っ
て
心
理
学
に
取

り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
子
ミ
ル
は
刺
激
対
象
、
感
覚
器
官
、
感
覚
体
験
を

分
け
た
。
感
覚
器
官
で
あ
る
脳
（
心
理
的
機
械
）
が
、
刺
激
対
象
か
ら
刺
激

を
受
け
、
感
覚
体
験
で
あ
る
印
象
、
観
念
を
も
つ
。
そ
れ
は
今
脳
に
起
こ

っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
か
ら
「
小
事
実
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
「petits

faits

」、
英
語
で
は
「litte

facts
」
で
あ
る
。
印
象
、
観
念
、
記
憶
、
予
想

は
、
脳
と
い
う
身
体
が
震
え
て
い
る
「
小
事
実
」
な
の
で
あ
る
。「
小
事
実
」

の
総
和
が
文
学
で
あ
る
。
人
間
の
心
理
も
生
理
学
か
ら
説
明
す
る
。
ま
た

「
小
事
実
」
は
一
本
の
幾
何
学
の
線
の
よ
う
に
連
鎖
し
、
結
果
が
原
因
と

な
り
、
原
因
が
結
果
と
な
る
。
前
後
の
観
念
の
関
係
は
因
果
関
係
で
あ
り
、

無
限
な
過
去
か
ら
の
連
鎖
で
あ
り
、
現
在
と
い
う
焦
点
意
識
と
な
る
。
因

果
の
連
鎖
で
あ
る
か
ら
、
偶
然
的
な
要
素
は
含
ま
れ
ず
決
定
論
に
な
る
の

で
あ
る
。

ゾ
ラ
は
テ
ー
ヌ
の
い
う
決
定
論
を
用
い
、
実
験
的
方
法
を
も
ち
い
る
こ

と
で
「
自
然
主
義
」
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
か
ら
学
び
、
そ
の
方
法
も
取
り
入
れ
、
生
理
学
か
ら
、
遺
伝
、
環
境
を

考
慮
し
、
実
験
的
方
法
で
叙
述
す
る
の
が
「
自
然
主
義
小
説
」
で
あ
る
。

自
然
主
義
文
学
に
は
、
ゾ
ラ
の
別
荘
メ
ダ
ン
で
集
い
「
メ
ダ
ン
夜
話
」

に
発
表
さ
れ
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン(G

uy
de

M
aupassant

,1850-
1893 )

の
『
脂
肪

の
塊
』(

一
八
八
〇
）

、
ま
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟(E

dm
ond

de
G
oncourt,1822-

(20)

1896,
A
lfred

H
uot

de
G
oncourt

,1830-1870 )

の
『
ジ
ェ
ル
ミ
ニ
ー
・
ラ
セ
ル

ト
ゥ
』
（
一
八
六
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
一
人
の
ヒ
ス
テ

(21)

リ
ー
の
女
中
の
生
涯
を
徹
底
し
た
生
理
学
的
解
剖
・
分
析
に
よ
っ
て
描

き
、
そ
れ
を
「
愛
の
臨
床
講
義
」
と
し
た
。

こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
た
ち
は
バ
ル
ザ
ッ
ク
や
フ
ロ
ー
ベ
ル
を

含
め
、
多
れ
少
な
か
れ
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
影
響
を
受
け
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
提
言
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
テ
ー
ヌ
で
あ
っ
た
が
。
そ
れ

を
さ
ら
に
ゾ
ラ
に
よ
っ
て
遺
伝
、
環
境
を
観
察
し
、
実
験
的
方
法
を
取
り

入
れ
、
自
然
主
義
小
説
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
主
義
と
は
何
で
あ
っ
た
か
も
う
一
度
確
認
す

る
。

・
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と

・
人
物
を
生
理
学
・
解
剖
学
で
観
察
し
、
遺
伝
、
環
境
を
と
り
い
れ
る

こ
と

・
実
験
小
説
で
あ
る
こ
と

・
決
定
論
で
あ
る
こ
と

・
モ
ラ
ル
を
問
題
視
し
な
い
こ
と

三
、
漱
石
の
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
認
識

そ
れ
で
は
漱
石
は
こ
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
然
主
義
を
認
識
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
非
常
に
よ
く
理
解
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
証
拠
が
漱
石

の
蔵
書
の
中
に
あ
る
。
漱
石
の
「
英
国
留
学
中
購
入
図
書
リ
ス
ト
」

を
(22)

み
る
と
「
一
九
〇
〇
年
一
月
～
一
九
〇
一
年
九
月
」N

0,179

ま
で
は
購

入
日
と
購
入
額
が
き
ち
ん
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
のN

0,178

は
テ

ー
ヌ
（T

A
IN

）
の

N
otes

on
england

（
『
英
国
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
』）
で
あ
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る
。
テ
ー
ヌ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
た
の
で
、
そ
の
英
訳
者
が
い
る
。
英

訳
者W

.F.R
ae

は
そ
の
本
の
序
文
で
、
翻
訳
者
の
テ
ー
ヌ
に
つ
い
て
の

経
歴
を
紹
介
し
た
後
、
他
の
著
作
同
様
、「
精
神
的
事
象
に
お
け
る
依
存
関

係
と
諸
条
件
と
に
つ
い
て
」
を
英
訳
し
て
い
た
。
元
来
は
『
評
論
お
よ
び

史
論
集
』E

ssais
de

C
ritique

et
d'H

istire

の
第
二
版
序
文
と
し
て
一
八

八
六
年
三
月
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
論
集
の
第
二
版
以
後
の

全
般
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
テ
ー
ヌ

N
otes

on
england

を
購
入
し
た
一

九
〇
一
年
九
月
あ
た
り
か
ら
、
漱
石
の
行
動
は
変
化
し
て
く
る
。

一
九
〇
一
年
九
月
七
日
（
土
）

博
物
展
示
館
（N

atural
H
istory

M
useun )

に
行
く
。（
荒
正
人
『
漱
石
研
究

年
表
』
集
英
社
、
一
九
七
四
年
十
月
、
一
九
一
頁
）

博
物
展
示
館
は
大
英
博
物
館
（B

ritish
M
useum

)

の
博
物
関
係
の
資
料
を

展
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
英
博
物
館
の
う
ち
で
も
、
自
然
史
の
部
門

を
見
学
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
成
果
を
直
接
知

り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
と
は
そ
の
よ
う
な
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
た
ち
の
成
果
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
た
ち
が
何
を
発
見
し
た
の
か
、
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
理
論
だ
け
で
は
な

く
、
ゾ
ラ
が
医
学
か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
様
々
な
科
学
を
学
ぶ
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
漱
石
が
な
ぜ
科
学
を
学
ん
だ
の
か
は
日
本
で

は
疑
問
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
れ
ば
、
納
得
の
い
く
こ

と
で
あ
る
。

一
九
〇
一
年
九
月
一
二
日(

木
）
寺
田
虎
彦
充
て
の
手
紙
で

「
僕
は
留
学
期
限
を
一
年
の
ば
し
て
仏
蘭
西
へ
行
き
度
が
聞
届
け
ら

れ
さ
う
に
も
な
い
」（
一
九
一
頁
）

九
月
二
二
日
（
日
）
鏡
に
手
紙
を
だ
す
。

近
頃
は
文
学
書
は
嫌
に
な
り
候
科
学
上
の
書
物
を
読
み
居
候
…
」（
一

九
二
頁
）

そ
れ
以
降
購
入
記
録
に
、
科
学
の
著
作
が
増
え
て
い
く
。
リ
ボ
ー
（T

he-

odule
R
ibou,

1839-1916

）
の
『
感
情
の
心
理
学
』

は
「
感
情
生
活
の
進
化
」

(23)

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
キ
ッ
ド
（B

enjam
in
K
idd,

1858-

1916

）
の
『
西
洋
文
明
の
原
理
』

は
社
会
進
化
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。

(24)

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
進
化
論
』
は
当
然
購
入
す
る
。
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（J.M

.-

B
aldw

in,
1861-1934

）
の
精
神
発
達
の
社
会
的
倫
理
的
解
釈
』

は
ダ
ー
ウ

(25)

ィ
ン
の
説
に
影
響
を
受
け
た
発
達
心
理
学
に
つ
い
て
の
著
作
で
あ
り
、後
、

要
旨
を
一
四
枚
の
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。
漱
石
は
留
学
中
、
フ
ラ
ン
ス
文

学
に
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
は

無
視
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。
テ
ー
ヌ
が
提
唱
し
た
理
論
、

ゾ
ラ
が
提
唱
し
た
自
然
主
義
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
科
学
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る

と
漱
石
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
留
学
の
残
り
を
科
学
の
勉
強
に
勤
し
ん

だ
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
漱
石
が
渡
英
し
た
こ
ろ
に
は
も
う
す
で
に
ゾ
ラ
の
文
学
の
時

代
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。自
然
主
義
に
は
攻
撃
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

一
八
八
七
年
八
月
一
八
日
ゾ
ラ
の
弟
子
と
い
わ
れ
る
五
人
か
ら
「
フ
ィ
ガ
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ロ
」
紙
に
「
五
人
宣
言
」

と
し
て
反
旗
が
あ
が
っ
て
い
た
。
同
じ
年
フ

(26)

ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル(Ferdinand

B
runetière,

1806-18

84 )

が
『
自
然
主
義
の
破
産
』

を
執
筆
し
た
。
進
化
論
を
信
奉
し
て
い
た

(27)

者
た
ち
も
信
仰
へ
帰
っ
て
い
く
。

そ
し
て
一
八
八
九
年
ベ
ル
グ
ソ
ン(H

enri
L
ouis

B
ergson,

1859-1941 )

は

『
時
間
と
自
由
』（Tim

e
and

F
ree

W
ill

）

で
、
合
理
主
義
や
科
学
的
思
考

(28)

を
批
判
し
て
、
生
の
非
合
理
的
で
根
源
的
な
姿
を
捉
え
よ
う
と
す
る
立
場

を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
文
学
や
二
〇
世
紀
の
実
存
主
義
文
学
へ

と
発
展
す
る
。
ま
た
同
じ
く
一
八
八
九
年
、
ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
『
弟

子
』
が
発
表
さ
れ
、
科
学
へ
の
疑
問
を
呈
し
、
人
間
の
意
志
を
重
視
し
、

芸
術
の
方
向
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。

―
今
日
の
科
学
、
誠
実
に
し
て
謙
抑
な
今
日
の
科
学
は
、
そ
の
分

析
の
終
局
に
「
不
可
知
」
の
世
界
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て

い
ま
す
。（
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
弟
子
』
内
藤
濯
訳
、
岩
波
書
店
一
九
四
一
年
一
月
二

一
頁
）

不
可
知
の
世
界
、
科
学
の
届
か
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
の
時
代
、
無
意
識
が
フ
ロ
イ
ト
よ
り
早
く
発
見
さ
れ
、
科
学
の
様
相
も

変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
文
学
も
世
紀
末
文
学
へ
と
移

行
し
て
い
く
。
神
秘
主
義
、
象
徴
主
義
、
デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
が
花
開
い
て

い
た
。
ユ
イ
ス
マ
ン
も
『
さ
か
し
ま
』

を
だ
し
、
想
像
力
が
問
題
と
な

(29)

り
、「
人
口
楽
園
」、「
伝
説
の
世
界
」、「
夢
」
が
語
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、

そ
れ
ま
で
芸
術
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
目
的
、
す
な
わ
ち
「
自
然
の
忠

実
な
模
倣
と
い
う
至
上
命
題
」
を
文
学
か
ら
決
定
的
に
切
り
離
し
た
と
フ

ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ロ

は
い
う
の
で
あ
る
。

(30)

科
学
を
学
ん
で
い
た
漱
石
、
自
然
主
義
を
学
ん
で
い
た
漱
石
に
と
っ
て

こ
の
変
化
は
衝
撃
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
九
〇
〇
年
頃
は
移
行
期

で
、
新
し
い
流
派
が
出
始
め
、
し
か
し
ま
だ
古
い
流
派
の
著
作
も
あ
り
混

乱
し
て
い
た
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
『
弟
子
』
を
い
つ
頃
読
ん
だ
の
か
は
明
確

に
は
わ
か
ら
な
い
（
漱
石
の
購
入
記
録
が
乱
れ
て
い
る
）
が
、
留
学
の
終
わ
り

か
ら
、
日
本
に
帰
っ
た
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の
混
乱
の
証
拠
が
漱
石
の
文
学

理
論
に
表
れ
て
い
る
。
島
田
厚
は
「
漱
石
の
思
想
」

で
「
文
学
論
」
は

(31)

究
極
に
お
い
て
決
定
論
に
陥
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ベ
イ
ン
を
は
じ
め
、
そ

の
亜
流
哲
学
者
や
進
化
論
的
連
合
心
理
学
派
の
立
場
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ

が
「
哲
学
の
文
学
的
基
礎
」(

明
治
四
〇
年
）。
で
は
、
自
由
意
志
へ
の
余
地

が
残
さ
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
（W

illiam
Jam

es,
1842-1910

）
(32)

の
影
響
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
意
識
に
関
す
る
二
つ
の
意
見
の
対
立

が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
漱
石
の
思
想
の
変
化
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
の
文
学
傾
向
の
変
化
の
反
映
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

パ
ス
カ
ル
・
ロ
ー
は
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
で
の
論
争
や
問
題
を
認
識

し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」(naturalism

)

と
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト(naturalist )

の
関
連
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
の
で
、
ゾ
ラ
の
い
う

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
も
日
本
で
の
よ
う
に
混
乱
し
な
か
っ
た
。
だ
が
日
本
で

は
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
が
「
博
物
学
者
」
と
し
て
訳
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
、「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
意
味
が
不
明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
パ

ス
カ
ル
・
ロ
ー
が
い
う
「
自
然
主
義
批
判
」
だ
と
い
う
の
は
『
こ
こ
ろ
』

の
ど
の
よ
う
な
面
で
あ
ろ
う
か
。
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四
、『
こ
こ
ろ
』
に
お
け
る
自
然
主
義
批
判

フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
に
抗
議
を
し
、
終
焉
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
一

つ
は
、
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
『
弟
子
』
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
も
あ
る
通
り
、
ブ

ー
ル
ジ
ェ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
心
理
学
派
（I'ecole

des
psychologies

francçais

）

と
称
さ
れ
る
。
ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
人
間
の
こ
こ
ろ
の
不
可
知
さ
、
人
の
心
理

を
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
多
く
の
著
作
で
著
し
て
い
く
。
漱
石
所
有

の
著
作
だ
け
で
も
、
男
性
か
ら
見
た
女
性
の
こ
こ
ろ
の
不
可
知
、
夫
婦
の

間
の
不
理
解
、
村
人
か
ら
誤
解
さ
れ
て
い
た
少
女
、
友
人
と
の
軋
轢
な
ど

多
く
の
人
々
の
間
の
関
係
を
描
い
て
い
く
。
自
然
主
義
の
心
理
は
、
い
わ

ば
生
体
器
官
の
働
き
で
あ
り
、「
後
悔
」
な
ど
と
は
一
種
の
器
官
の
不
調
で

あ
っ
た
。
し
か
し
ブ
ー
ル
ジ
ェ
は
こ
こ
ろ
は
簡
単
に
理
解
出
来
る
も
の
で

は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
こ
こ
ろ
』
は
「
先
生
」
と
「
私
」
が
出
会
い
「
私
」
は
「
先
生
」
か

ら
学
び
た
い
と
思
い
、「
先
生
」
に
向
っ
て
い
く
。「
先
生
」
は
人
と
人
と

が
解
り
あ
え
な
い
こ
と
を
自
ら
体
験
し
、
誰
と
も
、
妻
と
さ
え
、
分
か
ち

合
お
う
と
し
な
い
「
淋
し
い
」
人
間
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
こ
こ
ろ
と

は
た
と
え
親
友
で
あ
っ
た
と
し
て
も
わ
か
ら
な
い
、
不
可
知
な
も
の
な
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
も
「
私
」
は
「
先
生
」
を
理
解
し
た
い
と
思
う
。
た
だ
単
に
不

可
知
で
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
漱
石
所
有
の
ブ
ー
ル
ジ
ェ
の
著
作
に
一
九

〇
八
年
の
『
家
名
の
重
圧
』（The

W
eight

of
the

N
am

e)

が
あ
る
。
大
人
に

(33)

な
る
ま
で
自
分
の
息
子
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
は
妻
の
不
倫
の
子
だ
と

知
り
、
疎
ん
じ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
子
ど
も
の
時
か
ら
育
て
た
情
愛

を
思
い
出
し
、
こ
こ
ろ
の
交
流
を
取
り
戻
す
。
人
と
人
が
理
解
す
る
こ
と

の
困
難
を
描
き
な
が
ら
も
、
交
流
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
著
は
弟
子
森
田

草
平
が
、
漱
石
死
後
「
先
生
遺
愛
の
書
」
と
し
て
手
に
と
っ
た
も
の
で
あ

る
。
た
だ
不
可
知
と
し
て
い
た
人
間
関
係
に
す
こ
し
で
も
歩
み
寄
り
を
求

め
る
。『
こ
こ
ろ
』
で
も
弟
子
と
の
関
係
に
お
い
て
、
遺
書
と
い
う
形
で
つ

な
が
り
を
残
す
の
で
あ
る
。

次
に
人
物
の
造
形
の
問
題
が
あ
る
。
自
然
主
義
文
学
で
は
生
理
学
的
、

生
物
学
的
に
人
間
を
創
り
出
す
。
し
か
し
『
こ
こ
ろ
』
で
は
、
思
想
的
傾

向
が
重
き
を
置
か
れ
る
。

た
ゞ
欺
う
い
ふ
風
に
物
を
解
き
ほ
ど
い
て
見
た
り
、
又
ぐ
る

く
廻

し
て
眺
め
た
り
す
る
癖
は
、
も
う
其
時
分
か
ら
、
私
に
は
ち
や
ん
と

備
は
つ
て
ゐ
た
の
で
す
。
…
此
性
分
が
倫
理
的
に
個
人
の
行
為
や
ら

動
作
の
上
に
及
ん
で
、
私
は
後
来
益
他
の
徳
義
心
を
疑
ふ
や
う
に
な

つ
た
の
だ
ら
う
と
思
ふ
の
で
す
。
そ
れ
が
私
の
煩
悶
や
苦
悩
に
向
か

つ
て
、
積
極
的
に
大
き
な
力
を
添
え
て
い
る
の
は
慥
で
す
か
ら
覚
え

て
ゐ
て
下
さ
い
。

私
の
気
分
は
国
を
立
つ
時
に
既
に
厭
世
的
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
他

は
頼
り
に
な
ら
な
い
物
だ
と
い
ふ
観
念
が
、
其
時
骨
の
中
迄
染
み
こ

ん
で
し
ま
つ
た
や
う
に
思
は
れ
た
の
で
す
。（
略
）
鉛
を
呑
ん
だ
よ

や
う
に
重
苦
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
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時
々
は
彼
等
に
対
し
て
気
の
毒
だ
と
思
ふ
程
、
私
は
油
断
の
な
い
注

意
を
彼
ら
の
上
に
注
い
で
ゐ
た
の
で
す
。

さ
う
か
と
云
つ
て
、
起
つ
て
行
つ
て
障
子
を
開
け
て
見
る
訳
に
は
猶

行
き
ま
せ
ん
。
私
の
神
経
は
震
へ
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
大
き
な
波
動

を
打
つ
て
私
を
苦
し
め
ま
す
。（
『
こ
こ
ろ
』
一
九
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
何
度
も
疑
い
深
い
性
格
が
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
。

他
方
Ｋ
は
真
宗
寺
に
生
ま
れ
た
男
で
、
観
念
的
傾
向
が
あ
る
。
中
学
に

い
た
頃
か
ら
宗
教
と
か
哲
学
と
か
と
い
う
む
ず
か
し
い
問
題
で
「
先
生
」

を
困
ら
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
Ｋ
は
思
想
的
な
環
境
で
育
ち
、
Ｋ
は
経
験

以
前
に
「
道
の
た
め
に
は
す
べ
て
を
犠
牲
に
す
べ
き
も
の
だ
」、「
精
神
的

に
向
上
心
の
な
い
も
の
は
馬
鹿
だ
」と
い
う
観
念
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
。

Ｋ
は
自
分
の
意
志
で
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
人
物
で
も
あ
る
。

こ
の
ふ
た
り
の
造
形
に
生
理
学
的
、生
物
学
的
要
素
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
親
か
ら
の
遺
伝
や
環
境
も
あ
る
が
、
思
想
的
傾
向
が
大
き
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。生
物
学
や
生
理
学
的
見
地
か
ら
造
形
さ
れ
て
は
い
な
い
。

さ
ら
に
そ
の
心
理
が
重
要
で
あ
る
。
Ｋ
の
「
覚
悟
」
と
い
う
こ
と
ば
の

意
味
を
め
ぐ
っ
て
「
先
生
」
は
疑
う
。
Ｋ
は
そ
の
性
格
通
り
「
覚
悟
」
の

意
味
を
「
お
嬢
さ
ん
を
あ
き
ら
め
る
」
と
考
え
た
。
な
ぜ
な
ら
Ｋ
の
「
道

の
た
め
な
ら
な
ら
す
べ
て
を
犠
牲
に
す
べ
き
」「
精
進
」
と
い
う
主
張
が
あ

る
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
Ｋ
は
自
分
の
意
志
を
貫
く
と
い
う
性
格
か
ら
「
お

嬢
さ
ん
へ
向
か
う
」
と
「
先
生
」
は
考
え
る
よ
う
に
な
る
。「
覚
悟
」
と
い

う
言
葉
に
反
対
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
先
生
」

は
お
嬢
さ
ん
へ
の
求
婚
を
母
親
に
告
げ
る
と
い
う
Ｋ
に
対
し
て
卑
怯
な
行

動
に
で
る
。
と
こ
ろ
が
Ｋ
は
自
殺
し
て
し
ま
う
。
こ
の
時
の
心
理
の
動
き

を
自
然
主
義
と
の
関
係
で
考
察
し
て
み
よ
う
。

連
想
心
理
学
派
の
考
え
で
は
、
観
念
は
因
果
の
連
鎖
に
よ
っ
て
い
た
が

テ
ー
ヌ
は
、
全
く
反
対
の
観
念
が
出
現
す
る
の
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
、
次
の
よ
う
な
意
見
を
持
つ
。

情
熱
の
闘
争
が
行
わ
れ
る
の
は
観
念
の
領
域
に
お
い
て
で
あ
る
。
な

に
か
を
欲
し
、
か
つ
苦
し
む
と
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
考
え
を
代
わ

る
代
わ
る
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
第
一
の
考
え
を
失
う
ま
い
と
し
、
し

か
も
も
う
一
方
の
考
え
の
不
意
の
激
烈
な
到
来
を
感
ず
る
こ
と
で
あ

る
。
人
間
の
心
と
は
あ
た
か
も
、
恐
ろ
し
い
光
景
を
前
に
し
て
眼
を

お
お
う
た
め
に
、
つ
な
い
で
い
た
手
を
振
り
ほ
ど
こ
う
と
す
る
子
供

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」。（
イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
『
新
評
論
』
一
八
六

四
年
三
月
一
日
号
）（『
現
代
心
理
論
集
』
二
九
八
頁
）

テ
ー
ヌ
に
と
っ
て
「
人
が
悩
む
」
と
は
観
念
と
観
念
の
闘
争
で
あ
っ
た
。

デ
カ
ル
ト
流
に
観
念
の
上
に
あ
る
も
の
を
認
め
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
、も
し
テ
ー
ヌ
流
の
観
念
連
合
で
執
筆
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
覚
悟
」

の
」
意
味
は
「
お
嬢
さ
ん
を
得
る
」
か
「
お
嬢
さ
ん
を
あ
き
ら
め
る
」
か

ど
ち
ら
か
の
結
果
が
出
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
Ｋ
は
ど
ち
ら
も
選
ば
ず
、「
自

殺
」
と
い
う
思
い
も
し
な
い
結
果
が
出
る
。
テ
ー
ヌ
流
の
観
念
連
合
で
は

説
明
の
つ
か
な
い
も
の
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
反
自
然
主
義
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
漱
石
は
テ
ー
ヌ
流
の
デ
テ
ル
ミ
ニ
ズ
ム(

決
定
論
）
を
否
定
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し
た
の
で
あ
る
。

『
こ
こ
ろ
』
の
読
者
は
読
み
進
め
る
内
に
、
Ｋ
の
死
と
い
う
予
期
せ
ぬ
出

来
事
に
で
あ
う
。
さ
ら
に
奥
さ
ん
や
お
嬢
さ
ん
、
Ｋ
の
姉
、
父
が
な
に
も

疑
わ
な
い
と
こ
ろ
に
疑
問
を
感
じ
る
。「
自
然
主
義
」
小
説
で
あ
れ
ば
、
Ｋ

の
死
は
起
こ
ら
ず
二
人
の
争
奪
線
が
く
り
広
が
る
だ
ろ
う
。
も
し
Ｋ
が
死

ん
だ
と
し
て
も
、
周
囲
か
ら
疑
わ
れ
、
む
し
ろ
社
会
か
ら
の
非
難
で
「
先

生
」
は
苦
し
む
だ
ろ
う
。
奥
さ
ん
や
お
嬢
さ
ん
は
疑
い
を
も
ち
、
環
境
が

影
響
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
先
生
」
の
行
動
は
「
後

悔
」
と
い
う
生
体
器
官
の
不
調
に
よ
っ
て
死
に
至
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
が
デ
テ
ル
ミ
ニ
ズ
ム
、
決
定
論
に
陥
る
こ
と
で
あ
る
。「
先
生
」
は
皆
に

責
め
ら
れ
、
結
末
は
悪
い
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
ゾ
ラ
は
作
家
が
観
察
に
も
と
ず
い
て
あ
る
場
合
を
設
定
し
、
あ

る
情
熱
が
あ
る
環
境
の
中
で
行
動
し
た
場
合
、
因
果
の
自
然
的
な
関
係
、

自
然
の
法
則
に
よ
り
、
個
人
的
、
社
会
的
見
地
か
ら
み
て
い
か
な
る
現
象

を
呈
す
る
か
を
描
く
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
観
察
に
よ
る
予
想
観
念
が
検

証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
ひ
と
つ
の
実
験
な
の
で
あ
る
と
し
た
。
疑

い
深
い
「
先
生
」
と
周
囲
の
思
惑
を
来
に
せ
ず
真
っ
直
ぐ
に
進
む
Ｋ
を
対

立
さ
せ
、
予
想
観
念
を
検
証
し
た
こ
と
で
実
験
を
し
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
実
験
は
失
敗
に
終
わ
る
。
普
通

に
予
想
し
た
結
果
は
出
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
験
の
失
敗
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
実
験
小
説
で
あ
れ
ば
、
お
嬢
さ
ん
や
奥
さ
ん
、
周
囲
の

友
人
、
Ｋ
の
父
、
姉
た
ち
が
『
先
生
」
に
た
い
し
て
な
ん
ら
か
の
疑
問
を

呈
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
現
在
で
も
疑
問
視
さ
れ
、
な

ぜ
奥
さ
ん
は
わ
か
ら
な
い
の
か
と
疑
わ
れ
る
。
し
か
し
『
こ
こ
ろ
』
は
、

思
考
の
予
知
不
可
能
に
よ
り
、
予
測
し
た
結
果
は
出
て
こ
な
い
。『
弟
子
』

に
お
い
て
も
、
若
者
は
女
性
の
こ
こ
ろ
を
理
解
で
き
ず
、
女
性
を
死
に
追

い
や
っ
て
し
ま
う
。
グ
レ
ル
ー
は
ま
さ
に
実
験
す
る
が
、
実
験
は
失
敗
し

て
し
ま
う
。
観
念
連
合
は
あ
る
部
分
ま
で
は
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
人
間
の

認
識
は
そ
れ
を
超
え
て
し
ま
う
。

以
上
、
決
定
論
で
は
な
い
、
実
験
小
説
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
反
自
然
主
義
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
「
モ
ラ
ル
」
問
題
に
関
し
て
反
自
然
主
義
の
立
場
を
と
っ
て
い

る
。
テ
ー
ヌ
は
『
英
国
文
学
史
』
の
「
緒
論
」
Ⅲ
で
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。消

化
作
用
・
筋
肉
運
動
・
体
温
に
原
因
が
あ
る
と
同
様
に
、
野
心
、

勇
気
・
真
実
性
に
も
原
因
が
あ
る
。
悪
徳
や
美
徳
も
、
硫
酸
や
砂
糖

の
や
う
に
生
成
物
だ
。（
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
・
第
一
巻
』
平
岡
昇
訳
、
岩

波
書
店
、
一
九
五
三
年

一
月

一
七
頁
）

自
然
主
義
小
説
で
あ
れ
ば
、
悪
や
徳
も
外
的
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
本
人
に
は
な
ん
の
罪
も
な
い
。
そ
れ
を
起
こ
さ
せ
る
環
境

が
悪
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ん
な
に
悪
い
環
境
に
い
よ
う
が
、
悪
を
行

わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
人
間
で
あ
る
。『
こ
こ
ろ
』
に
お
い
て
、

『
先
生
」
は
Ｋ
に
対
し
て
行
っ
た
自
分
の
行
為
が
Ｋ
を
自
殺
に
追
い
込
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
自
問
す
る
。
だ
が
Ｋ
は
「
先
生
」
を
責
め
る
よ
う
な

遺
書
を
残
さ
な
い
。
周
囲
の
だ
れ
も
「
先
生
」
に
疑
い
の
目
を
向
け
る
こ

と
は
し
な
い
。
Ｋ
の
姉
や
父
、
お
嬢
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
友
人
た
ち
さ
え
だ
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れ
も
疑
問
に
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
で
も
「
先
生
」
は
自
分
の
罪
を
問
い
続

け
る
の
で
あ
る
。
自
分
の
こ
こ
ろ
だ
け
が
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ

る
。
環
境
が
影
響
し
な
い
こ
こ
ろ
の
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』
で
は
夫
を
殺
し
た
後
、
愛
人
に
つ
け
ら
れ
た

首
の
傷
、
夫
の
母
親
か
ら
疑
わ
れ
、
死
体
置
き
場
の
亡
霊
な
ど
外
的
な
物

や
人
か
ら
責
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
追
い
詰
め
ら
れ
、
愛
人
を
殺
そ
う
と
す

る
。
愛
人
も
テ
レ
ー
ズ
を
殺
そ
う
と
し
、
互
い
に
死
に
至
る
。
こ
こ
に
心

理
は
な
い
。『
こ
こ
ろ
』
と
『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』
で
は
全
く
異
な
っ
て

い
る
。特
に
ゾ
ラ
が
描
く
自
然
主
義
小
説
で
は
遺
伝
や
環
境
が
重
視
さ
れ
、

そ
れ
ら
に
決
定
さ
れ
た
人
間
が
描
写
さ
れ
、
破
滅
へ
と
導
か
れ
て
い
く
。

「
先
生
」
は
深
く
悩
み
、
自
ら
「
死
」
を
選
ぶ
。
環
境
は
な
に
も
問
題
を

起
こ
さ
な
い
。
確
か
に
「
乃
木
殉
死
」
に
影
響
さ
れ
た
と
は
い
え
、「
明
治

の
精
神
に
殉
死
」
す
る
と
い
う
生
理
学
的
理
由
で
は
な
い
も
の
が
理
由
と

な
っ
て
死
ぬ
の
で
あ
る
。

以
上
漱
石
の
反
自
然
主
義
に
関
し
て
考
察
し
た
。
不
可
知
の
世
界
が
描

か
れ
、
決
定
論
で
も
実
験
小
説
で
も
な
い
。
し
か
も
モ
ラ
ル
が
重
視
さ
れ

る
。
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、『
こ
こ
ろ
』
は
反
自
然
主

義
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
日
本
で
、
反
自
然
主
義
だ
と
い
わ

れ
な
か
っ
た
の
か
。
次
章
で
検
討
す
る
。

五
、
終
わ
り
に

―
な
ぜ
日
本
で
は
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
を
自
然
主
義
批
判

と

評
価
し
な
か
っ
た
の
か
。

日
本
の
自
然
主
義
は
坪
内
逍
遥
に
は
じ
ま
り
、
テ
ー
ヌ
論
も
言
及
し
て

い
た
。
そ
の
こ
ろ
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
や
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
、
コ

ン
ト
の
実
証
主
義
な
ど
も
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
逍
遥
は
「
人
間
を

科
学
的
に
捉
え
た
上
で
、
小
説
は
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
か
か
る
人
情
の
内
容

を
漏
ら
す
こ
と
な
く
、
己
の
意
匠
で
勝
っ
て
に
人
情
を
漏
ら
す
こ
と
な
く

世
態
の
真
を
写
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。
逍
遥
は
「
一
言
一
句
た

(34)

り
と
も
傍
目
の
助
言
を
下
す
こ
と
な
く
」、
た
だ
「
あ
り
の
ま
ま
」
に
自
然

の
赴
き
を
写
す
べ
き
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
逍
遥
も
テ
ー
ヌ
の
『
英
国

文
学
史
』
を
読
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
テ
ー
ヌ
研
究
は
、
部
分
的
に
は
な

さ
れ
た
が
、
当
時
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
は
い
ず
、
後
年
翻
訳
さ
れ
た
が
、

そ
の
も
つ
意
味
は
明
確
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
「
自
然
主
義
」
は
ゾ

ラ
が
プ
レ
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
主
張
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
ゾ

ラ
の
科
学
的
な
理
論
が
日
本
に
伝
わ
り
、
ゾ
ラ
の
模
倣
は
永
井
荷
風
に
お

い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
荷
風
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

フ
ロ
ー
ベ
ル
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
等
の
小
説
家
は
自
然
な
る
も
の
を
自
然

の
ま
ま
に
模
倣
す
る
こ
と
を
以
て
真
に
芸
術
的
価
値
あ
る
も
の
と
叫

べ
り
。
彼
ら
は
翩
々
な
る
想
像
を
以
て
理
想
化
せ
ら
れ
た
る
人
生
よ

り
も
正
直
に
あ
り
の
儘
を
写
し
出
せ
し
も
の
こ
そ
却
っ
て
人
生
そ
の

も
の
の
真
実
を
発
揮
せ
る
も
の
な
り
と
称
し
、
如
何
な
る
罪
悪
の
行

為
も
猥
雑
の
事
件
を
憚
る
こ
と
な
く
寫
出
し
つ
つ
あ
り
し
な
り
。（
永

井
荷
風
「
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
と
其
の
小
説
、『
女
優
ナ
ナ
』
解
説
、
新
声
社
、
一
九

〇
六
年
五
月
、
五
五
〇
頁
）

こ
の
時
点
で
逍
遥
、
荷
風
は
「
自
然
」
と
い
う
言
葉
を
「
あ
り
の
ま
ま
」
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と
置
き
換
え
て
い
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
は
「
あ
り
の
ま
ま
」
に

置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
が
「
博
物
学
」
と
さ
れ
た
た

め
、「
自
然
史
」
を
研
究
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
面
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ

た
。こ

の
よ
う
な
中
日
本
自
然
主
義
は
島
崎
藤
村
の
『
破
壊
』
を
生
み
出
す
。

『
破
壊
』
は
日
本
の
前
期
自
然
主
義
の
成
果
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、「
あ
り

の
ま
ま
」
を
選
ん
だ
日
本
で
は
、
次
の
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
が
出
現
す

る
に
お
よ
び
、『
蒲
団
』
が
日
本
自
然
主
義
の
代
表
と
さ
れ
た
。
中
村
光
夫
(35)

は
「
花
袋
に
と
っ
て
「
自
然
」
は
「
自
我
」
の
代
名
詞
で
あ
り
、「
自
分
の

内
面
も
亦
自
然
で
あ
る
。
他
の
宇
宙
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
、
矢
張
り
自

己
も
亦
一
自
然
で
あ
る
」
と
い
う
。
自
己
を
「
自
然
」
の
代
表
者
と
見
な

し
た
以
上
、
花
袋
に
と
っ
て
、
作
者
を
離
れ
た
人
間
典
型
を
創
り
だ
す
作

業
は
よ
け
い
な
も
の
に
み
え
た
。
そ
し
て
『
破
壊
』
と
『
蒲
団
』
の
闘
い

は
『
蒲
団
』
の
勝
利
に
お
わ
り
、
中
村
は
そ
の
後
の
日
本
の
小
説
は
『
蒲

団
』
の
子
孫
と
い
う
。

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
成
果
、
自
然
史
を
学
ぶ
博
物
学
者
の
成
果
か

ら
始
ま
っ
た
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
、「
自
然
の
忠
実
な
模
倣
と
い
う
至
上

命
題
」
を
も
っ
た
自
然
主
義
は
、
日
本
で
は
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
解
さ
れ
、

自
然
だ
け
で
は
な
く
「
こ
こ
ろ
」
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
も
解
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
自
然
主
義
は
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
と
大
き
く

わ
か
れ
、
そ
の
子
孫
た
る
我
々
に
、
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
を
自
然
主
義
批

判
と
位
置
つ
け
る
視
点
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。

【
注
記
】

P
ascal

L
aut

「L
orsqu'un

F
rançais

lit
"kokoro"

」F
rance-Japon

47,
P
aris:

1940

1

夏
目
漱
石
「
田
山
花
袋
君
に
応
え
ふ
」『
国
民
新
聞
』
明
治
四
一
年
一
一
月
三
日

2

Poul
B
ourget.

D
om

estic
D

ram
as.

T
rans.

by
W
.
M
archant.

N
ew

Y
ork:

C
.

3

838

Scr-ibner'Sons.1901
p3

H
.A
.T
aine.

H
istory

of
E
nglish

L
iterature.

T
rans.

by
H
.van

L
aun.

L
ondon:

4

722

C
hatto&

W
indus.

1906
(

イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
『
英
国
文
学
史
』
平
岡
昇
訳
、

創
元
社
、
一
九
四
〇
年)

H
.A
.T
aine.

E
ssais

de
C

ritique
et

d'H
istire.

Paris:
T
ortonese.1866

5

イ
ッ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
「
精
神
的
事
象
の
お
け
る
依
存
関
係
と
諸
条
件
」『
文
学

6

史
の
方
法
』
瀬
沼
茂
樹
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
一
〇
月
、
六
八
頁

H
.A
.T
aine.T

rans.by
W
.F
.R
ae.

N
ote

of
E

ngland
L
ondon:

Strahan&
C
o.
1873.

7

723前
掲
６

八
一
頁

8ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル

A
System

of
L
ogic

博
物
学
者
は
、
最
初
の
事
例
が
現
れ
る
と
、
必
ず
第
二
の
事
例
が
続
い
て
現
わ
れ
る
と

い
う
よ
う
に
、
密
接
に
結
び
つ
い
た
対
を
な
す
事
実
の
相
関
関
係
を
取
り
出
し
て
定

義
し
た
。
…
精
神
科
学
に
お
い
て
も
、
物
理
科
学
の
場
合
に
お
け
る
と
同
様
に
、
対

を
な
す
事
実
の
相
関
関
係
を
取
り
出
し
、
す
な
わ
ち
事
物
の
諸
条
件
と
依
存
関
係
と

を
取
り
出
し
、
時
に
は
人
間
の
手
を
偉
大
な
機
構
の
う
ち
に
さ
し
こ
ん
で
、
あ
る
小

さ
な
歯
車
の
位
置
を
か
え
た
り
・
ま
た
舊
に
戻
し
た
許
す
よ
う
な
研
究
こ
そ
有
効
な

研
究
な
の
で
あ
る
。
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前
掲
６

八
二
頁

キ
ュ
ヴ
ィ
エ
の
法
則
た
る
諸
性
格
の
関
係
性
。
フ
ラ
ン
ス
の
古

9
生
物
、
比
較
解
剖
学
者
。

博
物
学
者
は
歯
牙
・
胃
腸
・
四
肢
・
本
能
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
器
官
が
そ
の
う
ち

一
つ
変
化
す
る
な
ら
、
ほ
か
の
も
の
も
必
然
的
に
変
化
を
お
こ
す
。
同
じ
よ
う
に
歴

史
学
者
は
一
個
人
、
一
人
種
、
一
時
代
の
様
々
な
能
力
や
性
向
が
お
互
い
に
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
所
与
の
能
力
や
性
向
の
一
つ
が
、
一
人
の
隣
人
に
お
い

て
、
ま
た
は
接
近
し
た
一
団
体
に
お
い
て
、
こ
れ
に
比
例
し
た
変
化
を
決
定
す
る
と

い
う
よ
う
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
注
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
掲
６
八
二
頁

ジ
ョ
フ
ロ
ア
・
サ
ン
・
テ
ィ
エ
ル
の
法
則
た
る
有
機
体
の
均
衡
性

10
博
物
学
者
は
カ
ン
ガ
ル
ー
や
蝙
蝠
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
動
物
の
器
官
が
極
度
に
発

達
す
る
時
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
他
の
諸
器
官
が
衰
退
、
退
歩
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
立
証
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
歴
史
学
者
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
お
け
る
道
徳
的
能
力

や
イ
ン
ド
民
族
に
お
け
る
形
而
上
的
、
宗
教
的
能
力
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
の

才
能
が
以
上
に
発
達
す
る
と
、
そ
の
同
じ
種
族
に
お
い
て
、
こ
れ
に
反
反
比
例
す
る

諸
能
力
が
退
歩
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
立
証
で
き
る
。

前
掲
６

八
四
頁

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
淘
汰
の
原
理
）
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
科
学
者

11
博
物
学
者
は
環
境
の
勢
力
が
あ
た
か
も
自
然
の
場
合
に
は
、
自
然
の
気
候
、
風
土
に
一

番
よ
く
適
合
で
き
る
動
植
物
を
登
場
さ
せ
る
よ
う
に
、
歴
史
の
場
目
に
は
、
そ
の
年

代
や
人
種
の
思
想
を
解
釈
し
、
完
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
芸
術
家
、
哲
学
者
、
宗
教

家
。
改
革
者
、
政
治
家
を
登
場
さ
せ
る
こ
と

平
岡
晃
『
プ
ロ
ポ
Ⅰ
』
白
水
社
、
一
九
八
二
年
十
月
、
四
〇
八
頁

12

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
『
文
學
生
活
』
朝
倉
季
雄
・
權
守
操
一
訳
、
白
水
社
、

13
一
九
五
五
年
八
月
、
三
八
頁

ブ
リ
ュ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
『
文
學
史
の
方
法
』
小
場
瀬
卓
三
・
安
土
正
夫
・
平
岡
昇

14
訳
、
未
来
社
、
一
九
五
五
年
八
月

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
『
テ
レ
ー
ズ
・
ラ
カ
ン
』
篠
田
浩
一
郎
訳
、
講
談
社
、
一
九
七
一

15
年
一
二
月

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
「
ル
ー
ゴ
ン
・
マ
ッ
カ
―
ル
叢
書
」

16『
ル
ー
ゴ
ン
家
の
誕
生
』"L

a
F
ortune

des
R
ougon",

1870
.

『
獲
物
の
分
け
前
』"L

a
C
urée",

1871.

『
パ
リ
の
胃
袋
』"L

e
V
entre

de
Paris",

1873.

『
プ
ラ
ッ
サ
ン
の
征
服
』"L

a
C
onquête

de
Plassans",

1874.

『
ム
ー
レ
神
父
の
あ
や
ま
ち
』"L

a
Faute

de
l'A

bbé
M
ouret",

1875.

『
ウ
ー
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ル
ー
ゴ
ン
閣
下
』"Son

E
xcellence

E
ugène

R
ougon

",
1876

『
居
酒
屋
』"L

'A
ssom

m
oir",

1876.1025
E
m
ile

Z
or

『
愛
の
一
ペ
ー
ジ
』"U

ne
page

d'am
our",

1878.

『
ナ
ナ
』"N

ana",
1879.

『
ご
っ
た
煮
』"Pot-B

ouille",
1882.

『
ボ
ヌ
ー
ル
・
デ
・
ダ
ム
百
貨
店
』"A

u
B
onheur

des
D
am

es",
1883.

『
生
き
る
歓
び
』"L

a
Joie

de
V
ivre",

1884.

『
ジ
ェ
ル
ミ
ナ
ー
ル
』"G

erm
inal",

1885.

『
制
作
（
英
語
版
）』"L

'Œ
uvre",

1886
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『
大
地
』"L

a
T
erre",

1887
『
夢
（
夢
想
）』"L

e
R
êve

",
1888.

『
獣
人
』"L

a
B
ête

H
um

aine",
1890.

『
金
（
か
ね
）』"L

'A
rgent",

1891.

『
壊
滅
』"L

a
D
ébâcle",

1892

『
パ
ス
カ
ル
博
士
』"L

e
D
octeur

Pascal",
1893

ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
『
実
験
医
学
序
説
』
三
浦
岱
栄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
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八
年
三
月

エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
「
実
験
小
説
論
」『
フ
ラ
ン
ス
文
学
全
集
７
』
成
瀬
駒
男
訳

東
西
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五
月
社
、
一
九
六
〇
年
三
月
、
四
六
一
頁

ポ
ー
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
『
現
代
心
理
論
集
』
平
岡
昇
・
伊
藤
な
お
訳
、
法
政
大
学
出
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版
局
、
一
九
八
七
年
一
二
月
、
三
一
二
頁

ギ
ー
・
ド
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
『
脂
肪
の
塊
』
広
津
和
郎
訳
、
新
潮
社
、

一
九
三
八

20

年
『
メ
ダ
ン
夜
話
』(Les

Soirées
de

M
édan )

の
一
篇
と
し
て1880.4

シ
ャ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
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エ
ド
モ
ン
ド
・
ゴ
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ー
ル
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ェ
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・
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ル
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ゥ
』
大
西
克
和
訳
、
岩
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波
文
庫
、
復
刊
、
一
九
九
三
年
三
月

東
北
大
学
漱
石
文
庫
「
英
国
留
学
中
購
入
図
書
リ
ス
ト
」『
漱
石
全
集
二
七
巻
』
二
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of
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otion.
L
ondon:

W
alter

S
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of
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anifest
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The

C
athedral.
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rans.by

C
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ell.
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ondon:

K
egan
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29

911ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ロ
『
デ
カ
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ン
ス
の
想
像
力
』
渡
辺
義
愛
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
四

30

年
六
月
、
一
八
頁

島
田
厚
「
漱
石
の
思
想
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夏
目
漱
石
』
日
本
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学
研
究
資
料
刊
行
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精
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出

31

版
、
一
九
七
三
年
三
月
、
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一
五
頁

W
.Jam
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B
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河
内
清
『
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ラ
と
日
本
自
然
主
義
』
梓
出
版
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、
一
九
九
〇
年
九
月
、

五
頁
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中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
河
出
書
房
、
一
九
五
一
年
三
月
、
八
二
～
八
四
頁
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、
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石
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蔵
書
目
録
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巻
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（
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州
大
学
日
本
語
文
学
会
会
員
）


